特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　９月２２日３７４号
第２回防賀川ワークショップ　18日　9時30分（新興戸公民館）～12時15分（府営団地第1集会所）参加26人　

集合時間前に勢揃いして時間がもったいないので早速挨拶打合せを済ませ、防賀川クイズで頭と体を解きほぐし、二度目の顔合わせで、更に親しみを深め、二つの班に分かれてＪＲのマンボの水路の敷石を見学するため土手に登りました。比叡山も見えるし見晴らしがとてもよく、河床に張り付けられた敷石の見事さに驚きました。レンガ造りのマンボは立派な建造物です。天井川とマンボを移築しても遺跡としての役割は立派に果たしていく資料として価値はあると全員が確認しました。ここは里山の会が結成していくきっかけになったトキワススキの生育地でした。工事が始まる時に保全を強く依頼したのに絶滅させられてしまいました。土手を降りて防賀川河川敷を進み、実りの秋を間もなく迎える稲穂が揺れる中を進みます。まだまだ日差しが強く暑くてたまりません。木陰が欲しいね、誰と言うことなくささやきました。飛び石を数えた子どもさんは67個あったと報告しました。約1時間で府営団地に到着し少しの休憩ののちフセンに感じたことを書き記し、用意された地図に張り付け、共通するものをまとめました。54案件が出され11項目に集約されました。1班のスローガンは「自然と歴史を残す川」、2班は「天井川よさようなら」としました。
農業塾　顔合わせと種まき　18日　13時30分（旧園芸研究所屋外テラス）～16時00分里山農園（普賢寺水取）で20人の参加
午前中の防賀川ワークショップを終わるや否や、午後からは里山農園での農業塾が開かれました。集合場所の旧園芸研修所のテラスには20人が集まりました。まさに暑さ真っ盛りの時間帯です。みなさん非常に熱心で長靴・長ズボン・長袖の上着、全員作業をするぞと言う作業衣姿です。京田辺市の農業委員でＪＡ山城の理事を務め、普賢寺ふれあいの駅の世話役をされている、中西稔さんが講師役を引き受けていただき、挨拶をかねて現在の日本農業の現状、綴喜八幡等京都南部の農業従事者の年齢構成と後継者問題などのお話を聞きしました。続いて里山農園に移動して、現地で種まきや土壌の性質などについて説明を受けました。この日はミズナ、コマツナ、ホーレンソウ、ダイコン、コカブ、ナノハナ、シュンギク、ミブナ、チンゲンサイなどを蒔きました。沢山蒔きましたが準備した種が足りなくなって1/3の土地は空白です。まだまだ植え付けられる余裕があります。皆さんの中で苗が余ったりしたら提供下さい。よろしく頼みます。来春に向けてネギとかタマネギ、ニンジンにも挑戦しようと話合っています。本日（21日）現在双葉が少し出てきています。数日すると間引きが必要になります。もしご都合がつけば畑に顔を出して様子を見てください。少しずつ間引けば広い畑も整っていくと思います。
ハイキングコース点検　19日に7人で行きました。日程は9時30分登山口（草刈り）～11時45分太田尾（早いようでしたがここで持参の弁当を食べました）～(二月堂揺拝の石碑付近の草刈りと竹藪ルートの竹整理)13時50分笠上神社～14時40分朱智神社～15時30分第3の三角点さがし～15時50分天王農村広場（解散）でした。この中で竹藪での作業はものすごい藪蚊の集中で大変でした。播川さんの虫よけスプレーが大活躍をしてくれました。ルート点検では看板の杭が腐食していて倒れているものが数本ありました。行き先案内指示版も倒れていました。早急に看板や道程指示版の更新の必要がわかりました。新しく作りなおし、安全なルートに整備したいと思います。登山口の草刈りをしているとき、地元天王区の人から「美しくして戴いて御苦労さま」と感謝の声をかけていただきました。
稲刈り体験　参加者募集24日（土）　集合・普賢寺小学校前（午前10時）今年は田圃に猪が入ったので、イネが倒されかなりの減収が予想されますので、大急ぎで刈り取っていただきました。今年の稲刈り体験は別の田圃をお借りして刈取体験をします。ここは高台なので、大変見通しがよく風通しも良く、ここに来るだけで気分が晴れます。ぜひお越しください。私たちが植え付けた田圃のお米をお土産に用意しています。刈り取った田圃で神輿の巡行を行います。出来れば午前中に作業を終了できればと思います。また稲藁を使いたいとおっしゃる皆さんには、ぜひとも稲刈りにお越しください。藁束ね、はさ架けでの乾燥と特別の作業がかなりありますのでお手伝いをお願いします。皆さんのお越しをお待ちしています。又新米の購入も順調に進んで昨年と同数の注文を受け付けています。もうすぐ売り切れとなります。至急連絡をお願いします。お待ちしています。
バッタのオリンピック　参加者募集　25日（土）　受付は9時30分から始めます。ここでは特別に珍しいバッタの生育が見られるので昆虫に詳しい講師(金子さん)にお越しいただいて昆虫の学習もできるよう準備をしています。会場は・城陽市水主　城陽市木津川運動公園入り口付近で実施します。本当に楽しい取組にするよう頑張っています。この取り組みは里山の会の支援で河川レンジャーの田中実知世さんが中心に企画戴きました。大勢のお子さんの参加をお待ちしています。この日はスタッフ(バッタの飛距離を測定する係・約30ｍは飛ぶようです)が少し不足しています。お手伝いの出来る方、約2時間のお手伝いをお願いします。ご連絡ください。

「川・かわ・カワ」を楽しむ！25日（土）午前10時～13時　内容はカヤック体験、三川合流の説明、自然観察（鳥）、工作体験です。

参加者募集60名　参加費500円　主催　琵琶湖・淀川流域圏連携交流会　問合せ06‐6910‐8855　申込（Ｆ）06－6910‐8855

嵯峨芸術大学生を木津川ガイド　25日（土）　14時～17時　　三川合流部　流れ橋　山城大橋　大塚山　泉大橋　恭仁京　笠置

秋のハイキング・コースの下見　参加者募集　9月29日　近鉄新田辺駅8時40分奈良行きに乗車　どなたでもご参加ください
会誌31号　製本作業 10月25日に決定　中央公民館　多くの皆さんのお手伝いをお願いします。
京田辺市市民文化祭11月5・6日では里山の会のサークルの活動紹介を展示します。植物部会　木津川部会　絵画部会　パソコン部会

環境部会　農業体験部会　河川レンジャー部会から発表する予定です。各サークルの皆さんよろしくお願いします。
防賀川ワークショップ参加者募集　23日（土）9時30分～12時　集合・田辺府営団地第2集会所（7棟西燐）思い切り夢を語りあいましょう。二回の川調べと景色風景、歴史を学びました。そして楽しく散策しました。これらから学んだことを描きましょう。

木津川水質調査（10月9日実施･調査箇所を30数箇所予定）そのための事前学習を行います　9月22日（木）里山の会事務所
21日の事務局会議の後、徳田武治（副理事長）から、三大北壁とアルプスハイキング旅行の報告を聞きました。　「モンブラン　アイガー　マッターホルン」を訪ねられ、美しい山の景色と美しい空の色、地域の人々が環境を大切にされている姿勢が伝えられました。　
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

